
は
じ
め
に

病
院
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
診

療
報
酬
改
定
の
影
響
、
医
療
安
全
に
対

す
る
社
会
的
要
請
の
高
度
化
、
さ
ら
に

医
師
・
看
護
師
を
中
心
と
し
た
人
材
不

足
な
ど
に
よ
り
、
年
々
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

医
療
の
質
を
維
持
・
向
上
さ
せ
な
が
ら

安
定
し
た
経
営
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
新
た
な
設
備
投
資
や
人
員
増
強
に

依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
既
存
の
人
的

資
源
と
専
門
性
を
最
大
限
に
生
か
し
た

戦
略
的
な
人
材
活
用
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
具
体
策
の
一
つ
と
し
て
、
臨
床
検

査
技
師
が
担
う「
術
中
神
経
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
」が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

術
中
神
経
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
脳
・

脊
椎
脊
髄
手
術
を
は
じ
め
と
す
る
神
経

系
手
術
に
お
い
て
、
神
経
損
傷
の
兆
候

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
検
知
し
、
外
科
医

へ
即
時
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と

で
、
術
後
神
経
障
害
の
低
減
を
目
的
と

す
る
手
術
支
援
技
術
で
す
。
術
中
神
経

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
神
経
機
能
を
保
護

し
な
が
ら
病
変
部
位
の
切
除
を
最
大
化

で
き
る
点
で
、
医
療
安
全
と
手
術
成
績

の
両
立
に
大
き
く
寄
与
し
ま
す
。

臨
床
検
査
技
師
は
、
脳
波
、
誘
発
電

位
、
筋
電
図
な
ど
の
神
経
生
理
学
的
検

査
に
精
通
し
て
お
り
、
術
中
神
経
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
お
い
て
神
経
機
能
の
微
細

な
変
化
を
的
確
に
評
価
す
る
専
門
性
を

有
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
専
門
職
に

よ
る
関
与
は
、
医
療
事
故
対
応
に
伴
う

コ
ス
ト
や
社
会
的
信
用
低
下
の
リ
ス
ク

を
抑
制
し
、
医
療
の
質
向
上
を
通
じ
て

病
院
経
営
の
安
定
化
に
直
結
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
臨
床
検
査
技
師
が
術
中
神
経

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
担
う
こ
と
で
、
医
師

の
業
務
負
担
軽
減
や
手
術
の
効
率
化
が

医
師
の
働
き
方
改
革
と
検
査
室
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
　

医
師
の
働
き
方
改
革
と
検
査
室
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
　

－－

臨
床
検
査
技
師
の
手
術
支
援
に
よ
る
戦
略
的
人
材
活
用

臨
床
検
査
技
師
の
手
術
支
援
に
よ
る
戦
略
的
人
材
活
用－－
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医
療
・
介
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の
経
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に
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立
つ
臨
床
検
査
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